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　新年あけましておめでとうございます。前号の編集後記にもあ
りましたように、昨年は日本が元気になる多くのニュースがありま
したが、今年は新政権のもと、鉄鋼業界再編のもと、我が国の
再出発を占う大変重要な年であると思います。
　会報委員会では、会員サービス向上を目指して本誌のありかた
について議論を重ねており、版権の手続きを処理しながら、過
去の記事（現在はインデックスのみ）も読めるよう進めたいと考
えております。また、次年度の ｢鉄と鋼第100巻特集号｣ 合本を

最後に、2年後からは本誌も電子化の予定ですが、その後の冊
子体の必要性についてご意見がございましたら、会報委員会宛
お寄せいただければ幸いです。
　さて、本誌巻頭記事の2013座談会には目を通していただけま
したでしょうか。これまでの蓄積技術の上に、若い皆様の活力
が明るい「鉄の未来」を創造することを確信するとともに、本年
も会員の皆様方にとって良き一年となりますことを心よりお祈り申
し上げます。� （K. M.）
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